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「保育士試験の実施について」の一部改正について 

 

 

 

保育士養成課程等については、保育を取り巻く社会情勢が変化する中、保育所保育

指針（平成 29 年３月 31 日厚生労働省告示第 117 号）が平成 30 年４月１日から適用

されたこと等を踏まえ、より実践力のある保育士の養成に向けて、「保育士養成課程

等検討会」（以下「検討会」という。）において見直しの検討を行ったところである。

（検討結果については、以下の厚生労働省ホームページを参照されたい。) 

この度、当該検討会にて、「保育士養成課程等の見直しについて（検討の整理）」（平

成 29 年 12 月４日保育士養成課程等検討会）がとりまとめられたことを踏まえ、「保

育士試験の実施について」（平成 15 年 12 月１日付け雇児発第 1201002 号厚生労働省

雇用均等・児童家庭局長通知）の一部を別添のとおり改正し、2020（平成 32 ）年４

月１日より施行することとしたので、通知する。 

貴職におかれては、改正内容について御了知の上、その運用に遺漏なきよう期する

とともに、管内市町村（特別区含む）、関係機関及び関係団体に対する周知を図られ

たい。 

なお、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項の規定

に基づく技術的助言であることを申し添える。 

 

○「保育士養成課程等の見直しについて（検討の整理）」（平成 29 年 12 月４日保育士

養成課程等検討会） 

URL: http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000189068.html 

  



 

改正後 改正前 

 

都道府県知事 

各   指定都市市長 殿 

   中核市市 長                               

 

              厚生労働省雇用均等・児童家庭局長        

 

 

保育士試験の実施について 

 

 

保育士試験については、かねてより御配慮をいただいているとこ

ろであるが、「児童福祉法の一部を改正する法律」（平成 13 年法律第

135 号）等によって整備された保育士関係規定が施行されたことに伴

い保育士試験の実施基準を定めたので下記の事項に御留意のうえ、

その適正な実施に特段の御配慮をお願いしているところ。 

今般、保育を取り巻く社会情勢の変化、保育所保育指針の改定等

を踏まえ、「児童福祉法施行規則及び厚生労働省関係国家戦略特別区

域法施行規則の一部を改正する省令（平成 30 年厚生労働省令第 64

号）」及び「児童福祉法施行規則第６条の２第１項第３号の指定保育

士養成施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法の一部を改正す

る件（平成 30 年厚生労働省告示第 216 号）」において、指定保育士

養成施設の修業教科目（保育士養成課程）及び保育士試験の筆記試

験科目の一部について、所要の改正を行ったところであり、本通知

において当該改正に伴う保育士試験を行うに当たっての実務的な改

正を行ったため、2020（平成 32）年度からの保育士試験の実施につ

 

都道府県知事 

各   指定都市市長 殿 

   中核市市 長                               

 

              厚生労働省雇用均等・児童家庭局長        

 

 

保育士試験の実施について 

 

 

保育士試験については、かねてより御配慮をいただいているとこ

ろであるが、「児童福祉法の一部を改正する法律」（平成 13 年法律第

135 号）等によって整備された保育士関係規定が施行されたことに伴

い保育士試験の実施基準を定めたので下記の事項に御留意のうえ、

その適正な実施に特段の御配慮をお願いしているところ。 

今般、幼稚園教諭免許状を有する者の保育士資格特例を円滑に実

施するため、保育士試験に関して、「地方公共団体の手数料の標準に

関する政令の一部を改正する政令」（平成 26 年政令 17 号）、「児童福

祉法施行規則の一部を改正する省令」（平成 26 年厚生労働省令第９

号）及び「児童福祉法施行規則第６条の 11 の２第１項の規定に基づ

き厚生労働大臣が定める基準」（平成 26 年厚生労働省告示第 172 号）

について、所要の改正等を行ったところであり、本通知において当

該改正等に伴う保育士試験を行うに当たっての実務的な改正を行っ

たため、平成 26 年度からの保育士試験の実施について定めたので、

ご留意のうえ、適正な実施に特段のご配慮をお願いしたい。 

（別添） 
 

「保育士試験の実施について」（平成 15年 12 月１日付け雇児発第 1201002 号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）新旧対照表（下線部：変更箇所） 



いて定めたので、ご留意のうえ、適正な実施に特段のご配慮をお願

いしたい。 

なお、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条

の４第１項に規定する技術的助言として発出するものであることを

申し添える。 

 

 

記 

 

１～６ （略） 

 

７ 科目免除の取扱いについて 

（１）～（５） （略） 

 

（６） 社会福祉士、介護福祉士又は精神保健福祉士である者につ

いては、保育士試験受験科目免除願にそれぞれの資格を有す

ることを証する書類を添えて提出させることで、筆記試験科

目の社会的養護、子ども家庭福祉及び社会福祉を免除するこ

とができる。 

また、指定保育士養成施設の科目履修等により教科目を修

得した社会福祉士、介護福祉士及び精神保健福祉士において

は、別表２のとおり、修得した教科目に応じ、指定保育士養

成施設において保育士試験免除科目を専修したことを証する

書類を添え、保育士試験受験科目免除願を提出させることで、

試験科目の一部又は全部を免除することができる。 

なお、社会福祉士及び介護福祉士法第 40 条第２項第５号の

規定により指定された学校若しくは養成施設を卒業した者に

ついては、３年以上介護等の業務に従事した場合に科目免除

なお、「保育士試験の実施について」（平成 13 年６月 29 日雇児発

第 440 号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）は、廃止する。 

また、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条

の４第１項に規定する技術的助言として発出するものであることを

申し添える。 

 

 

記 

 

１～６ （略） 

 

７ 科目免除の取扱いについて 

（１）～（５） （略） 

 

（６） 社会福祉士、介護福祉士又は精神保健福祉士である者につ

いては、保育士試験受験科目免除願にそれぞれの資格を有す

ることを証する書類を添えて提出させることで、筆記試験科

目の社会的養護、児童家庭福祉及び社会福祉を免除すること

ができる。 

また、指定保育士養成施設の科目履修等により教科目を修

得した社会福祉士、介護福祉士及び精神保健福祉士において

は、別表２のとおり、修得した教科目に応じ、指定保育士養

成施設において保育士試験免除科目を専修したことを証する

書類を添え、保育士試験受験科目免除願を提出させることで、

試験科目の一部又は全部を免除することができる。 

 

 

 



を行うこと。 

 

８ 幼稚園教諭免許状を有する者における保育士資格特例による受

験について 

幼稚園教諭免許状を有する者における保育士資格取得特例に

よる保育士試験を受験する者（以下「特例対象者」という。）につ

いては、次の点に留意されたい。 

 

（１）～（３）（略） 

 

（４）科目免除の取り扱いについて 

① （略） 

② 特例対象者が指定保育士養成施設の科目等履修により特例

教科目を修得した場合、別表１②のとおり修得した特例教科

目に応じ、指定保育士養成施設において保育士試験免除科目

を専修したことを証する書類、幼稚園教諭免許状の写し及び

実務証明書並びに８（１）⑨に定める施設において実務経験

を有した者については施設証明書を添え、保育士試験受験科

目免除願を提出させることで、筆記試験科目の一部又は全て

を免除することができる。 

③・④ （略） 

 

（５）留意事項 

①  （略） 

② 幼稚園教諭免許状を有する者における保育士資格特例によ

る受験は、平成 25 年８月８日から「就学前の子どもに関する

教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改

正する法律」（平成 24 年法律第 66 号。以下「改正認定こども

 

 

８ 幼稚園教諭免許状を有する者における保育士資格特例による受

験について 

幼稚園教諭免許状を有する者における保育士資格取得特例に

よる保育士試験を受験する者（以下「特例対象者」という。）につ

いては、次の点に留意されたい。 

 

（１）～（３）（略） 

 

（４）科目免除の取り扱いについて 

① （略） 

② 特例対象者が指定保育士養成施設の科目等履修により特例

教科目を修得した場合、別表１②のとおり修得した教科目に

応じ、指定保育士養成施設において保育士試験免除科目を専

修したことを証する書類、幼稚園教諭免許状の写し及び実務

証明書並びに８（１）⑨に定める施設において実務経験を有

した者については施設証明書を添え、保育士試験受験科目免

除願を提出させることで、筆記試験科目の一部又は全てを免

除することができる。 

③ ・④  （略） 

 

（５）留意事項 

①  （略） 

② 幼稚園教諭免許状を有する者における保育士資格特例によ

る受験は、８月８日から「就学前の子どもに関する教育、保

育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法

律」（平成 24 年法律第 66 号。以下「改正認定こども園法」と



園法」という。）施行後５年の間の保育士試験において適用す

ることとする。 

ただし、改正認定こども園法施行後５年の最終年に特例教

科目を修得した者等は当該年の次の年の保育士試験において

特例による受験を可能とする。なお、改正認定こども園法で

は、本法律の施行後５年間は、幼稚園教諭免許状又は保育士

資格のいずれかを有していれば、「保育教諭」として勤務する

ことができる経過措置期間を設けているため、当該者は保育

士資格を取得するまでの間は、「保育教諭」として勤務するこ

とができないことに留意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いう。）施行後５年の間の保育士試験において適用することと

する。 

ただし、改正認定こども園法施行後５年の最終年に特例教

科目を修得した者等は当該年の次の年の保育士試験において

特例による受験を可能とする。なお、改正認定こども園法で

は、本法律の施行後５年間は、幼稚園教諭免許状又は保育士

資格のいずれかを有していれば、「保育教諭」として勤務する

ことができる経過措置期間を設けているため、当該者は保育

士資格を取得するまでの間は、「保育教諭」として勤務するこ

とができないことに留意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別表１） 

 

（別表１）  

 

①幼稚園教諭免許を有する者における試験免除科目・修得教科目対応表

○試験免除科目 ○指定保育士養成施設で修得した教科目

社会福祉 ← 社会福祉 

子ども家庭福祉 ← 子ども家庭福祉 

子どもの保健 ← 子どもの保健

子どもの食と栄養 ← 子どもの食と栄養

保育原理 ← 保育原理 乳児保育Ⅱ 

障害児保育 

社会的養護 ← 社会的養護Ⅰ

保育実習理論 ← 保育内容総論 保育内容の理解と方法

②特例教科目による試験免除科目・修得教科目対応表

○試験免除科目 ○指定保育士養成施設で修得した特例教科目

社会福祉 ← 福祉と養護

子ども家庭福祉 ← 福祉と養護

子どもの保健 ← 保健と食と栄養

子どもの食と栄養

保育原理 ← 乳児保育

社会的養護 ← 福祉と養護

③実務経験があって幼稚園教諭免許状を有する者における試験免除科目・修得教科目対応表

○試験免除科目 ○指定保育士養成施設で修得した教科目

社会福祉 ← 社会福祉 

子ども家庭福祉 ← 子ども家庭福祉 

子どもの保健 ← 子どもの保健

子どもの食と栄養 ← 子どもの食と栄養

保育原理 ← 乳児保育Ⅰ 子育て支援

社会的養護 ← 社会的養護Ⅰ 

社会的養護Ⅱ

子ども家庭支援論 

子どもの健康と安全

乳児保育Ⅰ 

子育て支援

保育内容演習

※　児童福祉法施行規則第6条の2第1項第3号の指定保育士養成
　　 施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法
　　 （平成13年5月23日厚生労働省告示第198号）に定める必修科目

子ども家庭支援論

子ども家庭支援論

※　「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」
　　（平成15年12月9日雇児発第1209001号）別紙４に定める特例教科目

子ども家庭支援論 

乳児保育Ⅱ

※　児童福祉法施行規則第6条の2第1項第3号の指定保育士養成施設の
　　 修業教科目及び単位数並びに履修方法（平成13年5月23日厚生労働省
　　 告示第198号）に定める必修科目

①幼稚園教諭免許を有する者における試験免除科目・修得教科目対応表

○試験免除科目 ○指定保育士養成施設で修得した教科目

社会福祉 ← 社会福祉 

児童家庭福祉 ← 児童家庭福祉 

子どもの保健 ← 子どもの保健Ⅰ

子どもの食と栄養 ← 子どもの食と栄養

保育原理 ← 保育原理 保育相談支援 

障害児保育 

社会的養護 ← 社会的養護 

保育実習理論 ← 保育内容総論 保育の表現技術 

②特例教科目による試験免除科目・修得教科目対応表

○試験免除科目 ○指定保育士養成施設で修得した特例教科目

社会福祉 ← 福祉と養護

児童家庭福祉 ← 福祉と養護

子どもの保健 ← 保健と食と栄養

子どもの食と栄養

保育原理 ← 乳児保育

社会的養護 ← 福祉と養護

③実務経験があって幼稚園教諭免許状を有する者における試験免除科目・修得教科目対応表

○試験免除科目 ○指定保育士養成施設で修得した教科目

社会福祉 ← 社会福祉 

児童家庭福祉 ← 児童家庭福祉 

子どもの保健 ← 子どもの保健Ⅰ

子どもの食と栄養 ← 子どもの食と栄養

保育原理 ← 乳児保育

社会的養護 ← 社会的養護 

保育内容演習 

相談支援

相談支援

相談援助 

家庭支援論 

子どもの保健Ⅱ

乳児保育 

社会的養護内容 

家庭支援論 

保育相談支援

※児童福祉法施行規則第6条の2第1項第3号の指定保育士養成
　　施設の修業教科目及び単位数並びに履修方法
　　（平成13年5月23日厚生労働省告示第198号）に定める必修科目

※　児童福祉法施行規則第6条の2第1項第3号の指定保育士養成施設の
　　修業教科目及び単位数並びに履修方法（平成13年5月23日厚生労働省
　　告示第198号）に定める必修科目

※「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」
　　（平成15年12月9日雇児発第1209001号）別紙４に定める特例教科目



（別表２） 

社会福祉士、介護福祉士又は精神保健福祉士である者における試験免除科

目・修得教科目対応表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別表２） 

社会福祉士、介護福祉士又は精神保健福祉士である者における試験免除科

目・修得教科目対応表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○試験免除科目 ○指定保育士養成施設で修得した教科目

保育原理 ← 保育原理 保育相談支援

障害児保育 

教育原理 ← 教育原理

保育の心理学 ← 保育の心理学Ⅰ 

子どもの保健 ← 子どもの保健Ⅰ

子どもの食と栄養 ← 子どもの食と栄養

保育実習理論 ← 保育内容総論 保育の表現技術

保育実習実技 ← 保育の表現技術

保育内容演習

※　児童福祉法施行規則第6条の2第1項第3号の指定保育士養成施設の
　　修業教科目及び単位数並びに履修方法（平成13年5月23日厚生労働省
　　告示第198号）に定める必修科目

乳児保育

保育の心理学 Ⅱ

子どもの保健Ⅱ

○試験免除科目 ○指定保育士養成施設で修得した教科目

保育原理 ← 保育原理 乳児保育Ⅱ 

障害児保育 

教育原理 ← 教育原理

保育の心理学 ← 保育の心理学 子どもの理解と援助 

子どもの保健 ← 子どもの保健

子どもの食と栄養 ← 子どもの食と栄養

保育実習理論 ← 保育内容総論 保育の理解と方法

保育実習実技 ← 保育内容の理解と方法

※　児童福祉法施行規則第6条の2第1項第3号の指定保育士養成施設の
　　 修業教科目及び単位数並びに履修方法（平成13年5月23日厚生労働省
　　 告示第198号）に定める必修科目

子ども家庭支援の心理学

子どもの健康と安全

保育内容演習

子育て支援

乳児保育Ⅰ 



（別紙１） 

 

保育士試験実施要領 

 

第１ （略） 

 

第２ 試験実施の方法 

 

１・２ （略） 

 

３ 科目の種類 

保育原理、教育原理及び社会的養護、子ども家庭福祉、社会

福祉、保育の心理学、子どもの保健、子どもの食と栄養、保育

実習理論については筆記試験を行い、保育実習実技については

実技試験を行う。 

 

４ （略） 

 

５ 出題方式 

 

（１） （略） 

 

（２） 実技試験については、受験生は次の３分野から２分野選ん

で受験する。 

ア 音楽に関する技術 イ 造形に関する技術  

ウ 言語に関する技術 

 

６ （略） 

（別紙１） 

 

保育士試験実施要領 

 

第１ （略） 

 

第２ 試験実施の方法 

 

１・２ （略） 

 

３ 科目の種類 

保育原理、教育原理及び社会的養護、児童家庭福祉、社会福

祉、保育の心理学、子どもの保健、子どもの食と栄養、保育実

習理論については筆記試験を行い、保育実習実技については実

技試験を行う。 

 

４ （略） 

 

５ 出題方式 

 

（１） （略） 

 

（２） 実技試験については、受験生は次の３分野から２分野選ん

で受験する。 

ア 音楽表現に関する技術 イ 造形表現に関する技術 

ウ 言語表現に関する技術 

 

６ （略） 



７ 試験時間、配点及び採点方法 

（１）試験時間及び配点 

試験時間及び配点は、次のとおりとし、出題数は試験時間内

に解答が作成できる程度の分量とすること。 

 

科目        時間（分）        満点  

保育原理        ６０         １００  

教育原理        ３０          ５０  

社会的養護       ３０          ５０  

子ども家庭福祉        ６０               １００  

社会福祉              ６０              １００  

保育の心理学          ６０              １００  

子どもの保健          ６０              １００  

子どもの食と栄養      ６０              １００  

保育実習理論          ６０               １００  

保育実習実技    （都道府県で定める）     １００ 

 

（２） （略） 

 

第３・第４ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 試験時間、配点及び採点方法 

（１）試験時間及び配点 

試験時間及び配点は、次のとおりとし、出題数は試験時間内

に解答が作成できる程度の分量とすること。 

 

科目        時間（分）        満点  

保育原理        ６０         １００  

教育原理        ３０          ５０  

社会的養護       ３０          ５０  

児童家庭福祉          ６０               １００  

社会福祉              ６０              １００  

保育の心理学          ６０              １００  

子どもの保健          ６０              １００  

子どもの食と栄養      ６０              １００  

保育実習理論          ６０               １００  

保育実習実技    （都道府県で定める）     １００ 

 

（２） （略） 

 

第３・第４ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙３） 

保育士試験実施状況報告書 

 

 

（別紙３） 

保育士試験実施状況報告書 

 

 

申請受付期間

筆記試験

実技試験

１．筆記試験及び実技試験の実施状況について

　⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

　　合格者数 名　 　

教原 名　 教原 名　

社養 名　 社養 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

２．児童福祉法施行規則第６条の11の２第１項の規定に基づく試験実施

　　　計　　　　　　　　　名

　　　計　　　　　　　　　名

　　　計　　　　　　　　　名

　都道府県名                

　      年　    月     日から  　  月  　 日まで  　 日間

　      年　    月     日から  　  月  　 日まで  　 日間

時
期

実施年月日

　      年　    月     日から  　  月  　 日まで  　 日間

受験者数等

試験受験申請者数   計　　      　 名（     　名）

合
格
者
等
の
区
分

①筆記試験受験者数 　計　　　　   　  名

②筆記試験合格者数 　計　　　　   　　名（　　　　名）

③一部科目合格者数 　計　　　　   　　名（　　　　名）

　計　　　　   　　名

⑤実技試験合格者数 　計　　　　   　　名

⑥保育士試験合格者数 　計　　　　 　　　名（　　　　名）

上記⑥のうち、卒業見込み及び６２単位取得見込みの合格者数 　計　　　　   　　名

④実技試験受験者数

教育原理及び社会的養護
⑦受験者数 ⑧免除者数

子ども家庭福祉

子どもの保健

社会福祉

保育の心理学

子どもの食と栄養

保育実習理論

実
技
試
験

試験分野 受験者数

言語に関する技術 受験者数　　　　　　 名

筆
記
試
験

試験科目

保育原理

音楽に関する技術 受験者数　　　　　　 名

造形に関する技術 受験者数　　　　　　 名

受験申請者数

受験合格者数

うち、特例教科目による受験合格者数

筆記試験

実技試験

１．筆記試験及び実技試験の実施状況について

　⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

　　合格者数 名　 　

教原 名　 教原 名　

社養 名　 社養 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

⑦受験者数 名　 　⑧免除者数 名　

合格者数 名　

２．児童福祉法施行規則第６条の11の２第１項の規定に基づく試験実施

　　　計　　　　　　　　　名

　　　計　　　　　　　　　名

　　　計　　　　　　　　　名

受験申請者数

受験合格者数

音楽表現に関する技術 受験者数　　　　　　 名

造形表現に関する技術 受験者数　　　　　　 名

うち、特例教科目による受験合格者数

子どもの食と栄養

保育実習理論

実
技
試
験

試験分野 受験者数

言語表現に関する技術 受験者数　　　　　　 名

筆
記
試
験

試験科目

保育原理

教育原理及び社会的養護
⑦受験者数 ⑧免除者数

児童家庭福祉

子どもの保健

社会福祉

保育の心理学

　計　　　　   　　名

⑤実技試験合格者数 　計　　　　   　　名

⑥保育士試験合格者数 　計　　　　 　　　名（　　　　名）

上記⑥のうち、卒業見込み及び６２単位取得見込みの合格者数 　計　　　　   　　名

④実技試験受験者数

受験者数等

試験受験申請者数   計　　      　 名（     　名）

合
格
者
等
の
区
分

①筆記試験受験者数 　計　　　　   　  名

②筆記試験合格者数 　計　　　　   　　名（　　　　名）

③一部科目合格者数 　計　　　　   　　名（　　　　名）

　都道府県名                

時
期

実施年月日
　      年　    月     日から  　  月  　 日まで  　 日間

 　 　　年　 　月　 　日から　 　月　 　日まで 　　日間



 

  

 

 

（注)

９．⑦各筆記科目の受験申請者数を記入すること。（既合格者で、再受験をした者を含む）
１０．⑧免除申請した者の人数を計上すること。⑦＋⑧は①筆記試験受験者と同数になる。
１１．幼稚園教諭免許を有する者が科目履修等による免除を受けた場合、当該科目の受験者数
　には含めず、免除者数に含めること。

１２．１及び２の報告は、それぞれの試験について、合格者の発表を行った日から10日以内に
　報告すること。

１３．１又は２について報告する際は、報告時点で記入可能な項目について記入し、提出すること。
　２を報告する際には、２のみが記入されている状態、１を報告する際には、１及び２が記入
　されている状態とし、当該報告書の項目全てが記入されていること。

１４．試験を複数回実施する場合は、それぞれの回ごとに人数を計上すること。（別の様式に記入
　することとし、人数を合計しない。）

３．①筆記試験受験者数（筆記試験の全科目免除者は含まない）
４．②筆記試験８科目全ての科目に合格した人数（卒業見込み、６２単位取得見込みで受験した
　者を含む。）

５．③　②を除いた筆記試験科目の一部を合格した人数
６．④実技試験の受験申請者数（実技試験の受験免除者は含まない）
７．⑤実技試験の合格者数
８．⑥保育士試験合格者数　卒業見込み、６２単位取得見込みで受験した者を含む。下段には卒
　業見込み等受験者の合格者数を記入すること。

１．用紙の大きさはＡ４とすること。
２．各項目の受験者数は、試験当日の出欠にかかわらず、受験申請をした人数を計上すること。
　また、幼稚園教諭免許所有者数を（　　）に記入すること。

（注)

９．⑦各筆記科目の受験申請者数を記入すること。（既合格者で、再受験をした者を含む）
１０．⑧免除申請した者の人数を計上すること。⑦＋⑧は①筆記試験受験者と同数になる。
１１．幼稚園教諭免許を有する者が科目履修等による免除を受けた場合、当該科目の受験者数
　には含めず、免除者数に含めること。

１２．１及び２の報告は、それぞれの試験について、合格者の発表を行った日から10日以内に
　報告すること。

１３．１又は２について報告する際は、報告時点で記入可能な項目について記入し、提出すること。
　２を報告する際には、２のみが記入されている状態、１を報告する際には、１及び２が記入
　されている状態とし、当該報告書の項目全てが記入されていること。

１４．試験を複数回実施する場合は、それぞれの回ごとに人数を計上すること。（別の様式に記入
　することとし、人数を合計しない。）

３．①筆記試験受験者数（筆記試験の全科目免除者は含まない）
４．②筆記試験８科目全ての科目に合格した人数（卒業見込み、６２単位取得見込みで受験した
　者を含む。）

５．③　②を除いた筆記試験科目の一部を合格した人数
６．④実技試験の受験申請者数（実技試験の受験免除者は含まない）
７．⑤実技試験の合格者数
８．⑥保育士試験合格者数　卒業見込み、６２単位取得見込みで受験した者を含む。下段には卒
　業見込み等受験者の合格者数を記入すること。

１．用紙の大きさはＡ４とすること。
２．各項目の受験者数は、試験当日の出欠にかかわらず、受験申請をした人数を計上すること。
　また、幼稚園教諭免許所有者数を（　　）に記入すること。



改正後 改正前 

保育士試験出題範囲 

  

保育原理 

 

第１ 出題の基本方針 

保育の意義並びに保育の内容及び方法について体系的

に理解しているかを問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、保育所保育指針の内容並びに児

童の保育及び保護者に対する保育に関する指導を担う保

育士の役割及び責務について、また、子育て支援等を含む

保育の社会的意義など、保育に関する現代的課題に関して

も配慮が必要である。 

 

第２ 出題範囲 

「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」

（平成 15年 12 月９日付け雇児発第 1209001 号厚生労働省

雇用均等・児童家庭局長通知）別紙３「教科目の教授内容」

（以下「平成 15 年通知別紙」という。）に定める教科目「保

育原理」、「乳児保育Ⅰ」、「乳児保育Ⅱ」、「障害児保育」及

び「子育て支援」の内容とする。 

 

 

保育士試験出題範囲 

 

保育原理 

 

第１ 出題の基本方針 

保育の意義及び保育の内容や方法について体系的に理

解しているかを問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、保育所保育指針の内容や児童の

保育と保護者支援を担う保育士の役割と責務について、ま

た、保育相談支援や地域子育て支援等を含む保育の社会的

意義など、保育を巡る現代的課題に関しても配慮が必要で

ある。 

 

第２ 出題範囲 

１ 保育の意義 

（１）保育の理念と概念 

（２）児童の最善の利益を考慮した保育 

（３）保護者との協働 

（４）保育の社会的意義 

（５）保育所保育と家庭的保育 

（６）保育所保育指針の制度的位置づけ 

２ 保育所保育指針における保育の基本 

「保育士試験の実施について」別添「保育士試験出題範囲」 新旧対照表（下線部：変更箇所） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 保育所保育指針の内容と保育の実際との関連を重視

した出題が望ましい。 

２ 教育原理、子ども家庭福祉、社会福祉及び社会的養護

の出題と十分関連をとって出題する。 

（１）養護と教育の一体性 

（２）環境を通して行う保育 

（３）発達過程に応じた保育 

（４）保護者との緊密な連携 

（５）倫理観に裏付けられた保育士の専門性 

３ 保育の目標と方法 

（１）現在を最もよく生き、望ましい未来をつくりだす力

の基礎を培う 

（２）生活と遊びを通して総合的に行う保育 

（３）保育における個と集団への配慮 

（４）計画・実践・記録・評価の連動 

４ 保育の思想と歴史的変遷 

（１）諸外国の保育の思想と歴史 

（２）日本の保育の思想と歴史 

５ 保育の現状と課題 

（１）諸外国の保育の現状と課題 

（２）日本の保育の現状と課題 

 

第３ 出題上の留意点 

１ 保育所保育指針の内容と保育の実際との関連を重視

した出題が望ましい。 

２ 保育士の役割や倫理、専門性等について理解している

かという点についても出題し、その場合には具体的事例



 

３ 出題範囲の改正に伴う経過措置として、当分の間、保

育原理の出題については、改正前の出題範囲における保

育相談支援の内容全般を理解していることを前提とし

た出題とする。 

 

     

 

 

教育原理 

 

第１ 出題の基本方針 

教育に関する基本的概念、教育における実践原理を体系

的に理解しているかを問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、教育の思想及び制度について、

また、子ども家庭福祉等との関連性及び教育を巡る現代的

課題に関しても配慮が必要である。 

 

第２ 出題範囲 

平成 15 年通知別紙に定める教科目「教育原理」の内容

とする。 

  

 

を設定して問う等工夫が必要である。 

３ 保育相談支援の内容等について理解しているかとい

う点についても出題し、その場合には保育相談支援の意

義と原則について具体的事例を設定して問う等工夫     

が必要である。 

４ 教育原理、児童家庭福祉、社会福祉、社会的養護の出

題と十分関連をとって出題する。 

     

 

教育原理 

 

第１ 出題の基本方針 

教育に関する基本的概念、教育における実践原理を体系

的に理解しているかを問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、教育の思想や制度について、ま

た、児童福祉等との関連性や教育を巡る現代的課題に関し

ても配慮が必要である。 

 

第２ 出題範囲 

１ 教育の意義、目的及び児童福祉等との関連性 

（１）教育の意義 

（２）教育の目的 

（３）教育と児童福祉の関連性 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 保育の実践との関連を重視した出題が望ましい。 

 

２ 保育原理、子ども家庭福祉及び社会的養護の出題と十

分関連をとって出題する。 

     

 

（４）人間形成と家庭・地域・社会等との関連性 

２ 教育の思想と歴史的変遷 

（１）諸外国の教育思想と歴史 

（２）日本の教育思想と歴史 

（３）児童観と教育観の変遷 

３ 教育の制度 

（１）教育制度の基礎 

（２）教育法規・教育行政の基礎 

（３）諸外国の教育制度 

４ 教育の実践 

（１）教育実践の基礎理論―内容、方法、計画と評価― 

（２）教育実践の多様な取り組み 

５ 生涯学習社会における教育の現状と課題 

（１）生涯学習社会と教育 

（２）現代の教育課題 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 教育と保育の実際との関連を重視した出題が望まし

い。 

２ 保育原理、児童家庭福祉、社会的養護の出題と十分関

連をとって出題する。 

    

 



社会的養護 

 

第１ 出題の基本方針 

現代社会における社会的養護の意義及び役割について

体系的に理解しているかを問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、社会的養護の理念・制度の体系

を概括的に理解しているかという点のほか、子ども及び社

会的養護を取り巻く状況並びに家庭養護及び施設養護の

援助の実際について、また、保育との関連性及び社会的養

護に関する現代的課題に関しても配慮が必要である。 

 

第２ 出題範囲 

平成 15 年通知別紙に定める教科目「社会的養護Ⅰ」及

び「社会的養護Ⅱ」の内容とする。 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 社会的養護の制度及び歴史的変遷の部分からは、歴史

的に古いもの又は現在の制度体系と関連のないものは

出題しない。 

２ 保育原理、子ども家庭福祉及び社会福祉の出題と十分

関連をとって出題する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



子ども家庭福祉  

 

第１ 出題の基本方針 

現代社会における子ども家庭福祉の意義及び役割につ

いて体系的に理解しているかを問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、子ども家庭福祉の理念・制度の

体系を概括的に理解しているかという点のほか、児童及び

家庭を取り巻く状況及び子ども家庭福祉の実際について、

また、保育との関連性及び子ども家庭福祉に関する現代的

課題に関しても配慮が必要である。 

 

第２ 出題範囲 

平成 15 年通知別紙に定める教科目「子ども家庭福祉」

及び「子ども家庭支援論」の内容とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童家庭福祉  

 

第１ 出題の基本方針 

現代社会における児童家庭福祉の意義と役割について

体系的に理解しているかを問うことを基本とする。 

  問題選択に当たっては、児童家庭福祉の理念・制度の体

系を概括的に理解しているかという点のほか、児童及び家

庭をとりまく状況や児童家庭福祉の実際について、また、

保育との関連性や児童家庭福祉を巡る現代的課題に関し

ても配慮が必要である。 

    

第２ 出題範囲 

１ 現代社会における児童家庭福祉の意義と歴史的変遷 

（１）児童家庭福祉の理念と概念 

（２）児童家庭福祉の歴史的変遷 

（３）現代社会と児童家庭福祉 

２ 児童家庭福祉と保育 

（１）児童家庭福祉の一分野としての保育 

（２）児童の人権擁護と児童家庭福祉 

３ 児童家庭福祉の制度と実施体系 

（１）児童家庭福祉の制度と法体系 

（２）児童家庭福祉行財政と実施機関 

（３）児童福祉施設等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 子どもの人権擁護及び子ども家庭福祉に関する現代

的課題等について理解しているかという点についても

出題し、その場合には具体的事例を設定して問う等工夫

が必要である。 

２ 子ども家庭福祉の歴史的変遷の部分からは、歴史的に

古いもの又は現在の制度体系と関連のないものは出題

しない。 

（４）児童家庭福祉の専門職・実施者 

４ 児童家庭福祉の現状と課題 

（１）少子化と子育て支援サービス 

（２）母子保健と児童の健全育成 

（３）多様な保育ニーズへの対応 

（４）児童虐待防止・ドメスティックバイオレンス 

（５）社会的養護 

（６）障害のある児童への対応 

（７）少年非行等への対応 

５ 児童家庭福祉の動向と展望 

（１）次世代育成支援と児童家庭福祉の推進 

（２）保育・教育・療育・保健・医療等との連携とネット

ワーク 

（３）諸外国の動向 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 児童の人権擁護や児童家庭福祉に係る今日的課題等

について理解しているかという点についても出題し、そ

の場合には具体的事例を設定して問う等工夫が必要     

である。 

２ 児童家庭福祉の歴史的変遷の部分からは、歴史的にあ

まり古いものや現在の制度体系と関連のないものは出

題しない。 



３ 保育原理、社会福祉及び社会的養護の出題と十分関連

をとって出題する。 

４ 出題範囲の改正に伴う経過措置として、当分の間、子

ども家庭福祉の出題については、改正前の出題範囲とな

っている家庭支援論の内容を理解していることを前提

とした出題とする。 

 

 

社会福祉 

 

第１ 出題の基本方針 

社会福祉全般に関して、その理念体系を理解しているか

を問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、社会福祉の理念・制度の体系を

概括的に理解しているかという点のほか、その背景となっ

ている社会の動向、社会保障等の関連制度の概要、利用者

の保護に関わる仕組み、相談援助等について、また、子ど

も家庭福祉との関連性及び社会福祉に関する現代的課題

に関しても配慮が必要である。 

 

第２ 出題範囲 

平成 15 年通知別紙に定める教科目「社会福祉」の内容

とする。 

３ 保育原理、社会福祉、社会的養護の出題及び保育相談

支援の内容と十分関連をとって出題する。 

  

 

 

 

 

 

社会福祉 

 

第１ 出題の基本方針 

社会福祉全般に関して、その理念体系を理解しているか

を問うことを基本とする。 

  問題選択に当たっては、社会福祉の理念・制度の体系を

概括的に理解しているかという点のほか、その背景となっ

ている社会の動向、社会保障等の関連制度の概要、利用者

の保護にかかわる仕組みや相談援助等について、また、児

童家庭福祉との関連性や社会福祉を巡る現代的課題に関

しても配慮が必要である。 

    

第２ 出題範囲 

１ 現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷 

（１）社会福祉の理念と概念 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）社会福祉の歴史的変遷 

２ 社会福祉と児童家庭福祉 

（１）社会福祉の一分野としての児童家庭福祉 

（２）児童の人権擁護と社会福祉 

（３）家庭支援と社会福祉 

３ 社会福祉の制度と実施体系 

（１）社会福祉の制度と法体系 

（２）社会福祉行財政と実施機関 

（３）社会福祉施設等 

（４）社会福祉の専門職・実施者 

（５）社会保障及び関連制度の概要 

４ 社会福祉における相談援助 

（１）相談援助の意義と原則 

（２）相談援助の方法と技術 

５ 社会福祉における利用者の保護にかかわる仕組み 

（１）情報提供と第三者評価 

（２）利用者の権利擁護と苦情解決 

６ 社会福祉の動向と課題 

（１）少子高齢化社会への対応 

（２）在宅福祉・地域福祉の推進 

（３）保育・教育・療育・保健・医療等との連携とネット

ワーク 

（４）諸外国の動向 



 

第３ 出題上の留意事項 

１ 社会福祉に関する法律、手続き及び歴史的変遷の部分

からは、歴史的に古いもの又は現在の制度体系と関連の

ないものは出題しない。 

 

 

 

 

２ 保育原理、子ども家庭福祉及び社会的養護の出題と十

分関連をとって出題する。 

３ 出題範囲の改正に伴う経過措置として、当分の間、社

会福祉の出題については、改正前の出題範囲における相

談援助の内容を理解していることを前提とした出題と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 社会福祉の法律や手続き、歴史的変遷の部分からは、

歴史的にあまり古いものや現在の制度体系と関連のな

いものは出題しない。 

２ 社会福祉に係る相談援助の内容等について理解して

いるかという点についても出題し、その場合には相談援

助の意義と原則について具体的事例を設定して問う     

等工夫が必要である。 

３ 保育原理、児童家庭福祉、社会的養護の出題と十分関

連をとって出題する。 

    

 

 

 

 

 

社会的養護 

 

第１ 出題の基本方針 

 現代社会における社会的養護の意義と役割について体

系的に理解しているかを問うことを基本とする。 

  問題選択に当たっては、社会的養護の理念・制度の体系



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を概括的に理解しているかという点のほか、児童及び社会

的養護をとりまく状況や家庭的養護、施設養護の援助の実

際について、また、保育との関連性や社会的養護を巡る現

代的課題に関しても配慮が必要である。 

    

第２ 出題範囲 

１ 現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷 

（１）社会的養護の理念と概念 

（２）社会的養護の歴史的変遷 

２ 社会的養護と児童家庭福祉 

（１）児童家庭福祉の一分野としての社会的養護 

（２）児童の権利擁護と社会的養護 

３ 社会的養護の制度と実施体系 

（１）社会的養護の制度と法体系 

（２）社会的養護の仕組みと実施体系 

（３）家庭的養護と施設養護 

（４）社会的養護の専門職・実施者 

４ 施設養護の実際 

（１）施設養護の基本原理 

（２）施設養護の実際－日常生活支援、治療的支援、自己

実現・自立支援等－ 

（３）施設養護とソーシャルワーク 

５ 社会的養護の現状と課題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育の心理学 

 

第１ 出題の基本方針 

保育実践に関わる心理学の知識及び発達の基本原理に

ついて体系的に理解しているかを問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、子どもの発達過程における心理

及び発達の特徴を理解しているかという点のほか、生活及

び遊びを通して学ぶ子どもの経験及び学習の過程につい

て、また、保育における発達援助、家庭の理解及び子ども

の発達に関する現代的課題に関しても配慮が必要である。 

（１）施設等の運営管理 

（２）倫理の確立 

（３）被措置児童等の虐待防止 

（４）社会的養護と地域福祉 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 社会福祉の法律や手続き、歴史的変遷の部分からは、

歴史的にあまり古いものや現在の制度体系と関連のな

いものは出題しない。 

２ 保育原理、児童家庭福祉、社会福祉の出題と十分関連

をとって出題する。 

    

 

保育の心理学 

 

第１ 出題の基本方針 

 保育実践にかかわる心理学の知識や発達の基本原理に

ついて体系的に理解しているかを問うことを基本とする。 

  問題選択に当たっては、子どもの発達過程における心理

や発達の特徴を理解しているかという点のほか、生活と遊

びを通して学ぶ子どもの経験や学習の過程について、ま

た、保育における発達援助や子どもの発達を巡る現代的課

題に関しても配慮が必要である。 



 

第２ 出題範囲 

平成 15 年通知別紙に定める教科目「保育の心理学」、「子

ども家庭支援の心理学」及び「子どもの理解と援助」の内

容とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

第２ 出題範囲 

１ 保育と心理学 

（１）子どもの発達を理解することの意義 

（２）保育実践の評価と心理学 

（３）発達観、子ども観と保育観 

２ 子どもの発達理解 

（１）子どもの発達と環境 

（２）感情の発達と自我 

（３）身体的機能と運動機能の発達 

（４）知覚と認知の発達 

（５）言葉の発達と社会性 

３ 人との相互的かかわりと子どもの発達 

（１）基本的信頼感の獲得 

（２）他者とのかかわり 

（３）社会的相互作用 

４ 生涯発達と初期経験の重要性 

（１）生涯発達と発達援助 

（２）胎児期及び新生児期の発達 

（３）乳幼児期の発達 

（４）学童期から青年期の発達 

（５）成人期、老年期の発達 

５ 子どもの発達と保育実践 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 児童の発達過程及び発達の特性について正しく理解

し、保育（養護及び教育）との関連において把握するこ

とを主眼として出題する。 

（１）子ども理解における発達の把握 

（２）個人差や発達過程に応じた保育 

（３）身体感覚を伴う多様な経験と環境との相互作用 

（４）環境としての保育者と子どもの発達 

（５）子ども相互のかかわりと関係作り 

（６）自己主張と自己統制 

（７）子ども集団と保育の環境 

６ 生活や遊びを通した学びの過程 

（１）子どもの生活と学び 

（２）子どもの遊びと学び 

（３）生涯にわたる生きる力の基礎を培う 

７ 保育における発達援助 

（１）基本的生活習慣の獲得と発達援助 

（２）自己の主体性の形成と発達援助 

（３）発達課題に応じたかかわりと援助 

（４）発達の連続性と就学への支援 

（５）発達援助における協働 

（６）現代社会における子どもの発達と保育の課題 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 児童の発達過程及び発達の特性について正しく理解

し、保育（養護と教育）との関連において把握すること

を主眼として出題する。 



２ 児童の発達課題、初期経験の重要性等、保育の実際に

おいて役立つような知識についても問わなければなら

ない。 

３ 保育原理、子ども家庭福祉及び子どもの保健の出題と

十分関連をとって出題する。 

 

 

 

子どもの保健 

 

第１ 出題の基本方針 

児童の健康及び安全に係る基本的知識、保育実践に係る

児童の疾病及びその予防、事故防止並びに安全管理等につ

いての理解を問うことを基本とする。 

問題選択に当たっては、児童の健康増進を図る保健活動

の意義、保育における環境及び衛生管理並びに安全管理に

ついて理解しているかという点のほか、母子保健対策、他

職種との連携等に関しても配慮が必要である。 

 

 

第２ 出題範囲 

平成 15 年通知別紙に定める教科目「子どもの保健」及

び「子どもの健康と安全」の内容とする。 

２ 児童の発達課題や初期経験の重要性等、保育の実際に

おいて役立つような知識についても問わなければなら

ない。 

３ 保育原理、児童家庭福祉、子どもの保健の出題と十分

関連をとって出題する。 

    

 

 

子どもの保健 

 

第１ 出題の基本方針 

  児童の心身の健康と安全に係る基本的知識と保育実践

に係る児童の疾病とその予防及び事故防止と安全管理等

についての理解を問うことを基本とする。 

  問題選択に当たっては、児童の健康増進を図る保健活動

の意義や保育における環境及び衛生管理並びに安全管理

について理解しているかという点のほか、児童の身体面の

みならず心の健康についての理解や母子保健対策、他職種

との連携等に関しても配慮が必要である。 

 

第２ 出題範囲 

１ 子どもの健康と保健の意義 

（１）生命の保持と情緒の安定に係る保健活動の意義と目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的 

（２）健康の概念と健康指標 

（３）地域おける保健活動と児童虐待防止 

２ 子どもの発育・発達と保健 

（１）生物としてのヒトの成り立ち 

（２）身体発育と保健 

（３）生理機能の発達と保健 

（４）運動機能の発達と保健 

（５）精神機能の発達と保健 

３ 子どもの疾病と保育 

（１）子どもの健康状態の把握と主な疾病の特徴 

（２）子どもの疾病の予防と適切な対応 

４ 子どもの精神保健 

（１）子どもの生活環境と精神保健 

（２）子どもの心の健康とその課題 

５ 環境及び衛生管理並びに安全管理 

（１）保育環境整備と保健 

（２）保育現場における衛生管理 

（３）保育現場における事故防止及び安全対策並びに危機

管理 

６ 健康及び安全の実施体制 

（１）職員間の連携と組織的取組 

（２）母子保健対策と保育 



 

 

 

 

 

 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 子どもの疾病、事故等の予防及び適切な対応につい

て、保育の実際において起こりうる事項に関して出題す

ることが望ましい。 

２ 一人一人の子どもの保健とともに、集団の場における

保健的対応及び対策についても問わなければならない。 

３ 保育の心理学及び子どもの食と栄養の出題と十分関

連をとって出題する。 

４ 出題範囲の改正に伴う経過措置として、当分の間、子

どもの保健の出題については、改正前の出題範囲となっ

ている内容を理解していることを前提とした出題とす

る。 

 

 

 

 

（３）家庭・専門機関・地域との連携 

７ 保健活動の計画及び評価 

（１）保健計画の作成と活用 

（２）保健活動の記録と自己評価 

（３）子どもの保健に係る個別対応と子ども集団全体の健

康と安全・衛生管理 

    

第３ 出題上の留意事項 

１ 児童の疾病や事故等の予防や適切な対応について、保

育の実際において起こりうる事項に関して出題するこ

とが望ましい。 

２ 一人一人の児童の保健とともに、集団の場における保

健的対応や対策についても問わなければならない。 

３ 保育の心理学、子どもの食と栄養の出題と十分関連を

とって出題する。 

    

 

 

 

 

 

 

 



子どもの食と栄養 

 

第１ 出題の基本方針 

子どもの食生活及び栄養に関する基本的知識並びに保

育実践に係る食育の基本及び内容についての理解を問う

ことを基本とする。 

問題選択に当たっては、子どもの健康な生活の基本とし

ての食生活の意義、栄養の基本的概念、調理の基本、年齢

及び発達過程における食生活について理解しているかと

いう点のほか、食に係る特別な配慮を有する子どもへの対

応、食を通した保護者への支援及び現代社会における食生

活の課題に関しても配慮が必要である。 

 

第２ 出題範囲 

平成 15 年通知別紙に定める教科目「子どもの食と栄養」

の内容とする。 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの食と栄養 

 

第１ 出題の基本方針 

児童の食生活や栄養に関する基本的知識と保育実践に

係る食育の基本と内容についての理解を問うことを基本

とする。 

問題選択に当たっては、児童の健康な生活の基本として

の食生活の意義や栄養の基本的概念や調理の基本、年齢や

発達過程における食生活について理解しているかという

点のほか、食に係る特別な配慮を有する児童への対応や食

を通した保護者への支援、現代社会における食生活の課題

に関しても配慮が必要である。 

    

第２ 出題範囲 

１ 子どもの健康と食生活の意義 

（１）子どもの心身の健康と食生活 

（２）子どもの食生活の現状と課題 

２ 栄養に関する基本的知識 

（１）栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能 

（２）食事摂取基準と献立作成・調理の基本 

３ 子どもの発育・発達と食生活 

（１）乳児期の授乳・離乳の意義と食生活 

（２）幼児期の心身の発達と食生活 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 子どもの食及び栄養に関する適切な対応について、保

育の実際において必要な事項に関して出題することが

望ましい。 

２ 子どもの保健の出題と十分関連をとって出題する。 

    

    

（３）学童期の心身の発達と食生活 

（４）生涯発達と食生活 

４ 食育の基本と内容 

（１）食育における養護と教育の一体性 

（２）食育の内容と計画及び評価 

（３）食育のための環境 

（４）地域の関係機関や職員間の連携 

（５）食生活指導及び食を通した保護者への支援 

５ 家庭や児童福祉施設における食事と栄養 

（１）家庭における食事と栄養 

（２）児童福祉施設における食事と栄養 

６ 特別な配慮を要する子どもの食と栄養 

（１）疾病及び体調不良の子どもへの対応 

（２）食物アレルギーのある子どもへの対応 

（３）障害のある子どもへの対応 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 児童の食と栄養に関する適切な対応について、保育の

実際において必要な事項に関して出題することが望ま

しい。 

２ 児童の保健の出題と十分関連をとって出題する。 

    

 



保育実習（保育実習理論及び保育実習実技） 

 

第１ 出題の基本方針 

保育に関する教科目全体の知識・技術を基礎とし、子ど

もの保育及び保護者への支援について総合的に理解し、実

践する応用力を問うことを基本とする。 

保育実習理論については、保育所を含む児童福祉施設の

役割や機能について、また、保育士の職業倫理、資質の向

上等について具体的に理解しているかという点のほか、保

育実践に係る計画及びその評価並びに児童福祉施設にお

ける子どもの生活及び援助活動に関しても配慮が必要で

ある。 

 

第２ 出題範囲 

Ａ 保育実習理論 

平成 15 年通知別紙に定める教科目「保育内容の理解

と方法」、「保育内容総論」、「保育内容演習」、「保育実習

Ⅰ」、「保育実習指導Ⅰ」、「保育実践演習」、「保育者論」、

及び「保育の計画と評価」の内容とする。 

 

 

 

 

保育実習（保育実習理論及び保育実習実技） 

 

第１ 出題の基本方針 

保育に関する教科全体の知識・技術を基礎とし、子ども

の保育及び保護者への支援について総合的に理解し、実践

する応用力を問うことを基本とする。 

保育実習理論については、保育所、児童福祉施設の役割

や機能について、また、保育士の職業倫理について具体的

に理解しているかという点のほか、保育実践に係る計画

（保育課程・指導計画）と実践（保育内容）及びその評価

や児童福祉施設における児童の生活と援助活動に関して

も配慮が必要である。 

    

第２ 出題範囲 

Ａ 保育実習理論 

１ 保育所保育 

  （１）保育所の役割と機能 

  （２）保育課程と指導計画 

  （３）保育の内容 

   ①養護にかかわる保育の内容 

    ②教育にかかわる保育の内容 

  （４）記録と自己評価 

  （５）保育士の役割と職業倫理 



 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 保育実習実技 

１ 音楽に関する技術 

     課題に対する器楽・声楽等 

２ 造形に関する技術 

     課題に対する絵画・制作等 

３ 言語に関する技術 

     課題に対する言葉に関する遊びや表現等 

 

第３ 出題上の留意事項 

１ 保育に関する知識及び技術並びに受験者の思考力及

び創意工夫が総合的に把握されやすい内容を選択する。 

２ 子どもの保育の実際において、必要度及び活用度の高

い内容を重視する。 

３ 子どもの遊びを豊かに展開するための技術及びその

応用力についても考慮する。 

４ 保育実習実技の受験者が多い場合、多人数が同一条件

  ２ 児童福祉施設（保育所以外） 

  （１）施設の役割と機能 

  （２）児童の生活の実際 

  （３）支援計画の作成と実践 

  （４）記録と自己評価 

  （５）保育士の役割と職業倫理 

   

 Ｂ 保育実習実技 

  １ 音楽表現に関する技術 

      課題に対する器楽・声楽等 

  ２ 造形表現に関する技術 

      課題に対する絵画・制作等 

３ 言語表現に関する技術 

      課題に対する言葉に関する遊びや表現等 

    

第３ 出題上の留意事項 

１ 保育に関する知識、技術や受験者の思考力や創意工夫

が総合的に把握されやすい内容を選択する。 

２ 児童の保育の実際において、必要度及び活用度の高い

内容を重視する。 

３ 児童の遊びを豊かに展開するための技術とその応用

力についても考慮する。 

４ 保育実習実技の受験者が多い場合、多人数が同一条件



 
 
 

のもとに受験できるよう配慮する。 のもとに受験できるよう配慮する。 


